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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの周囲の状況に基づいて、表示デバイス上に出力表示を生成するための
方法であって、
　コンテンツ・データベースに格納された複数の画像を有するネットワーク・サイトに関
連付けられたユーザ・プロフィールを判定するステップと、
　前記ユーザ・プロフィールに基づいて前記画像のサブセットを選択するステップと、
　前記コンテンツ・データベースとのネットワーク通信に従事するステップと、
　画像の前記サブセットを前記表示デバイスに関連付けられたローカル・メモリ・デバイ
スにダウンロードするステップと、
　環境センサを使用して、周囲の状況を検出するステップと、
　周囲の状況の要素を判定するために、前記周囲の状況を分析するステップと、
　少なくとも１つの接続されたコンピューティング・デバイスを検出するステップと、
　前記少なくとも１つの接続されたコンピューティング・デバイスから、少なくとも１つ
のソーシャル・メディア・ネットワークに関係するソーシャル・メディアのユーザ・プロ
フィールにアクセスするステップと、
　特徴データを検出するために、前記ソーシャル・メディアのユーザ・プロフィールを使
用して、前記少なくとも１つのソーシャル・メディア・ネットワークを参照するステップ
と、
　前記特徴データの少なくとも１つと、前記周囲の状況の要素と、を使用して、前記ロー
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カル・メモリ・デバイスから前記画像の少なくとも１つを選択するステップと、
　前記少なくとも１つの選択された画像の前記出力表示を前記表示デバイス上に生成する
ステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記環境センサが、周囲の状況として明るさレベルを検出するための光センサを含み、
前記出力表示が、前記明るさレベルを反映する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記環境センサが、周囲のノイズを検出するオーディオ・センサを含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
　少なくとも１つのオーディオ・デバイスを介して、検出された前記周囲のノイズに基づ
いたオーディオ出力を提供するステップ
を更に含む請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　少なくとも１つの周囲の状況を検出するために、前記周囲のノイズを分析するステップ
と、
　オーディオ・コンテンツを格納するオーディオ・データベースにアクセスし、前記少な
くとも１つの周囲の状況に基づいて、オーディオ・コンテンツを選択するステップと、
　前記オーディオ・コンテンツを前記オーディオ出力に提供するステップと
を更に含む請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記環境センサが、前記表示デバイスの周りの動きを検出する動き検出器を含み、
　前記方法が、
　　前記動き検出器を使用して、騒がしさのレベルを検出するステップと、
　　前記騒がしさのレベルに少なくとも部分的に基づいて、前記出力表示を取り出すステ
ップと
　を更に含む
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記特徴データに少なくとも基づいて、少なくとも１つのビデオ・コンテンツの項目を
選択するステップと
を更に含む請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記表示デバイスの近接内にいる人を認識するステップと、
　前記人の認識に基づいて、そこに格納された複数の画像を有するオンライン・データ・
ストレージ・ロケーションにアクセスするステップと、
　前記オンライン・データ・ストレージ・ロケーションから前記複数の画像の少なくとも
１つを取り出すステップと、
　前記表示デバイス上の出力として、前記複数の画像の前記少なくとも１つを提供するス
テップと
を更に含む請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ネットワーク・サイトがソーシャル・メディア・ウェブ・ロケーションを含み、前
記少なくとも１つの画像が、前記ソーシャル・メディア・ウェブ・ロケーションから取り
出される、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　少なくとも１つの周囲の状況に基づいて、表示デバイス上に出力表示を生成するための
システムであって、
　周囲の状況を検出する、少なくとも１つの第１の環境センサと、
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　少なくとも１つの接続されたコンピューティング・デバイスを検出するように動作する
、少なくとも１つの第２の環境センサと、
　実行可能な命令に応答して、周囲の状況の要素を判定するために、前記周囲の状況を分
析するように動作する処理デバイスと、
　複数の画像を格納するネットワーク・サイトに関連付けられたコンテンツ・データベー
スと、
を備え、
　前記処理デバイスは、前記実行可能な命令に応答して、
　　前記ネットワーク・サイトに関連付けられたユーザ・プロフィールを判定し、
　　前記ユーザ・プロフィールに基づいて、前記画像のサブセットを選択し、
　　前記コンテンツ・データベースとのネットワーク通信に従事し、
　　画像の前記サブセットを前記表示デバイスに関連付けられたローカル・メモリ・デバ
イスにダウンロードし、
　　前記第１の環境センサを使用して、前記周囲の状況を検出し、
　　周囲の状況の要素を判定するために、前記周囲の状況を分析し、
　　少なくとも１つの接続されたコンピューティング・デバイスを検出し、
　　前記少なくとも１つの接続されたコンピューティング・デバイスから、少なくとも１
つのソーシャル・メディア・ネットワークに関係するソーシャル・メディアのユーザ・プ
ロフィールにアクセスし、
　　特徴データを検出するために、前記ユーザ・プロフィールを使用して、前記少なくと
も１つのソーシャル・メディア・ネットワークを参照し、
　　前記特徴データの少なくとも１つと、前記周囲の状況の要素と、を使用して、前記画
像の少なくとも１つを前記ローカル・メモリ・デバイスから選択する
　ように更に動作し、
　前記表示デバイスは、前記少なくとも１つの選択された画像の前記出力表示を提供する
ように動作する
システム。
【請求項１１】
　前記第１の環境センサが、周囲の状況として明るさレベルを検出するための光センサを
含み、前記出力表示が、前記明るさレベルを反映する、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記第１の環境センサが、周囲のノイズを検出するオーディオ・センサを含む、請求項
１０に記載のシステム。
【請求項１３】
　検出された前記周囲のノイズに基づいたオーディオ出力を提供する、少なくとも１つの
オーディオ・デバイスを更に備える請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　少なくとも１つの周囲の状況を検出するために、前記周囲のノイズを分析するように更
に動作する前記処理デバイスと、
　オーディオ・コンテンツを格納するオーディオ・データベースであって、前記処理デバ
イスがアクセスし、前記少なくとも１つの周囲の状況に基づいて、オーディオ・コンテン
ツを選択するように動作する、オーディオ・データベースと
を更に備える請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記第１の環境センサが、前記表示デバイスの周りの動きを検出する動き検出器を含み
、
　前記システムが、
　　騒がしさのレベルを検出する前記動き検出器と、
　　前記騒がしさのレベルに少なくとも部分的に基づいて、前記出力表示を取り出すよう
に更に動作する前記処理デバイスと



(4) JP 6698544 B2 2020.5.27

10

20

30

40

50

　を更に備える
請求項１０に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記表示デバイスの近接内にいる人を認識するように動作する、少なくとも１つの第３
の環境センサを更に備え、
　前記処理デバイスが、
　　前記人の認識に基づいて、そこに格納された複数の画像を有するオンライン・データ
・ストレージ・ロケーションにアクセスし、
　　前記オンライン・データ・ストレージ・ロケーションから前記複数の画像の少なくと
も１つを取り出し、
　　前記表示デバイス上の出力として、前記複数の画像の前記少なくとも１つを提供する
　ように更に動作する、
請求項１０に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記ネットワーク・サイトがソーシャル・メディア・ウェブ・ロケーションを含み、前
記少なくとも１つの画像が、前記ソーシャル・メディア・ウェブ・ロケーションから取り
出される、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１８】
　少なくとも１つの周囲の状況に基づいて、表示デバイス上に出力表示を生成するための
デジタル・ピクチャ・フレームであって、
　周囲の状況を検出する、少なくとも１つの第１の環境センサと、
　少なくとも１つの接続されたコンピューティング・デバイスを検出するように動作する
、少なくとも１つの第２の環境センサと、
　実行可能な命令に応答して、周囲の状況の要素を判定するために、前記周囲の状況を分
析するように動作する処理デバイスと、
　複数の画像を格納するネットワーク・サイトに関連付けられたコンテンツ・データベー
スと、
を備え、
　前記処理デバイスは、前記実行可能な命令に応答して、
　　前記ネットワーク・サイトに関連付けられたユーザ・プロフィールを判定し、
　　前記ユーザ・プロフィールに基づいて、前記画像のサブセットを選択し、
　　前記コンテンツ・データベースとのネットワーク通信に従事し、
　　画像の前記サブセットを前記表示デバイスに関連付けられたローカル・メモリ・デバ
イスにダウンロードし、
　　前記第１の環境センサを使用して、前記周囲の状況を検出し、
　　周囲の状況の要素を判定するために、前記周囲の状況を分析し、
　　前記分析に基づいて、少なくとも１つの接続されたコンピューティング・デバイスを
検出し、
　　前記少なくとも１つの接続されたコンピューティング・デバイスから、少なくとも１
つのソーシャル・メディア・ネットワークに関係するソーシャル・メディアのユーザ・プ
ロフィールにアクセスし、
　　特徴データを検出するために、前記ユーザ・プロフィールを使用して、前記少なくと
も１つのソーシャル・メディア・ネットワークを参照し、
　　前記特徴データの少なくとも１つと、前記周囲の状況の要素と、を使用して、前記画
像の少なくとも１つを前記ローカル・メモリ・デバイスから選択する
　ように更に動作し、
　前記表示デバイスは、前記少なくとも１つの選択された画像の前記出力表示を提供する
ように動作する、デジタル・ピクチャ・フレーム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
著作権の表示
　本特許文献の開示の一部は、著作権保護の対象となる素材を含む。著作権所有者は、特
許商標庁の特許のファイル又は記録に表される限り、本特許文献又は本特許開示の何人に
よる複製にも異議を唱えないが、その他の点ではいかなる場合も全著作権を所有する。
【０００２】
関連出願
　本出願は、２０１４年３月３１日に出願された米国仮特許出願第６１／９７２，６４３
号に関連し、その優先権を主張するものである。
【０００３】
　開示される技術は、一般に、グラフィカル表示技術に関し、より具体的には、環境要因
を判定し、環境要因に基づいて出力表示を生成することに関する。
【背景技術】
【０００４】
　既存の技術は、電子画像をループさせるデジタル・ピクチャ・フレームを提供している
。これらのデジタル・ピクチャ・フレームは、限定的な処理技術を備えた小さなマイクロ
プロセッサと、メモリ・デバイスとを含む。マイクロプロセッサは、画像を先に進め、そ
れらの間を移行するための機能を含んでいる。
【０００５】
　デジタル・ピクチャ・フレーム技術における進歩には、画像をローカル・メモリにロー
ドする際の改良点が含まれる。例えば、現在の技法は、画像のアップロードに、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）接続などの無線接続を念頭においている。別の実施例において、
その接続は、アクティブなネットワーク接続を使用して、スクリーンへのコンテンツのス
トリーミングを可能にすることを用意している。
【０００６】
　デジタル・ピクチャ・フレームがより小さなスクリーンであるのに対し、フラット・ス
クリーン・テレビがより一般に利用可能になっている。フラット・スクリーン・テレビは
、アイドル状態のとき、スクリーンセイバー技術を使用するなどして、電子キャンバスと
しての役割を果たすことができる。
【０００７】
　スマート・テレビ技術の発展は、アイドル状態のテレビ・スクリーンにコンテンツをス
トリーミングし、提供する能力を更に高めている。この技術は、テレビそれ自体の処理技
術内に組み込んでもよいし、又は接続されたデバイスによって、この技術を高めたり、補
ったりすることができる。スマート・テレビがインターネットへの無線接続の機能を含む
場合、これにより、ユーザは、スクリーン上に表示するための、インターネット・ベース
のコンテンツにアクセスすることが可能になる。
【０００８】
　同様に、接続される技術は、スクリーン上に表示するためのコンテンツのインポートを
考慮に入れている。１つの実例が、カリフォルニア州クパチーノ市のＡｐｐｌｅ，Ｉｎｃ
．から入手可能なＡｐｐｌｅＴＶ（登録商標）である。この製品は、ＵＳＢ接続を介して
接続し、ローカルなコンピュータ又はインターネットへの直接接続のいずれかを介して、
コンテンツを受信する。ＵＳＢ接続されたデバイスを介して、ユーザは、スクリーン上に
コンテンツをロードすることができる。
【０００９】
　既存の技術は、環境の要因／状況と、出力コンテンツとの分断に苦しんでいる。電子ス
クリーン上の出力は、ユーザによるコンテンツの選択行動を根拠としている。したがって
、既存の表示技術は、コンテンツのユーザによる選択に基づいている。
【００１０】
　表示の調整のためにセンサを使用する技術の１つの形が、コンテンツではなく、コンテ
ンツの品質を調整するための、リアクティブ技術である。適応型の明るさシステムは、特
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定の部屋の明るさを判定し、テレビ表示の明るさレベルを自動的に調整する。この調整は
、コンテンツのタイプには関係しないが、既存のコンテンツを一層見えるようにする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　スマート技術の進歩及びコンテンツへの改良されたアクセスに伴い、ユーザにコンテン
ツの選択を要求することに代わって、周囲の状況に基づいて出力コンテンツを判定し、選
択する必要性が、当技術分野に存在する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　システム及び方法が、少なくとも１つの周囲の状況に基づいて、表示デバイス上に出力
表示を生成することに備える。方法及びシステムは、１つ又は複数の環境センサを使用し
て周囲の状況を検出することに備える、表示デバイス又は表示デバイスに関連付けられた
コンポーネントを含む。方法及びシステムは、周囲の状況の要素を判定するために周囲の
状況を分析することと、周囲の状況の要素を使用して、少なくとも１つのビジュアル・コ
ンテンツ・データベースからビジュアル表示コンテンツを取り出すこととを含む。その中
で、方法及びシステムは、出力表示が周囲の状況を補完するように、ビジュアル表示コン
テンツを表示デバイスに提供する。
【００１３】
　一実施例において、周囲の状況の要素のコンテンツ及び分析を、ローカルな処理環境で
実施することができる。同様に、ビジュアル・コンテンツを、ローカルに格納することが
でき、又は更なる実施例は、ビジュアル・コンテンツを、ネットワーク化された環境、例
えば、インターネットを介してアクセス可能なコンテンツ・サーバ上に格納するのを可能
にする。この実施例は、ビジュアル・コンテンツ・データベースとのネットワーク通信を
使用すること、及びビジュアル表示コンテンツを出力表示に提供するために、ビジュアル
表示コンテンツをローカル・メモリ・デバイスにダウンロードすることを含む。
【００１４】
　一実施例において、環境センサは、周囲の状況としての明るさレベルを検出するための
光センサを含む。そこでは、ビジュアル表示コンテンツの調整が、明るさレベルを反映す
る。例えば、暗い照明の部屋は、星明りの夜の実例などのより暗いトーンの画像になるビ
ジュアル表示を示唆し、明るい照明の部屋の実例は、太陽の光がふり注ぐビーチなどの明
るいビジュアル表示を示唆する。
【００１５】
　一実施例において、環境センサは、オーディオ・センサであってよい。オーディオ・セ
ンサは、例えば、特定の歌、映画など、ノイズのタイプの認識を含む、周囲のノイズを検
出する。別のタイプの周囲のノイズは、高いノイズ・レベルが大勢の個人を指摘すること
ができるような、ノイズ・レベルの一般的な認識であってよく、出力表示は、ソーシャル
な状況における個人の会合を反映するように調整される。ビジュアル表示に加えて、出力
はまた、オーディオ出力、例えば、周囲の状況を賞賛する、歌又は他の音楽であってもよ
い。
【００１６】
　一実施例において、環境センサは、動き検出器であってよい。動き検出器は、表示デバ
イスに対する動きを検出するように動作する。動きは、関連する騒がしさのレベルに備え
るものであり、例えば、高い度合いの騒がしさが存在する場合、これはパーティ又は個人
の集まりを表現することができ、この実施例における方法及びシステムは、その騒がしさ
のレベルに少なくとも部分的に基づいて、ビジュアル表示コンテンツを取り出す。
【００１７】
　別の実施例は、接続されたデバイス、例えば、例としてスマートフォンなどのコンピュ
ーティング・デバイスの検出を含む。接続された（又は接続可能な）デバイスの数は、表
示デバイスに近接した個人のおおよその数を示すことができる。アクセスが承認される場
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合、接続されたデバイスとの双方向性により、ユーザ固有のコンテンツへのアクセスを更
に斟酌する。例えば、接続されたデバイスに基づいてユーザが存在することを検出するこ
とで、そこでソーシャル・メディア・コンテンツへのアクセスを考慮することができ、ソ
ーシャル・メディア・コンテンツのアクセス権に基づいて、次いでそのようなコンテンツ
を表示デバイス上の表示に利用可能にすることができる。
【００１８】
　一実施例において、システムは、ハードウェア表示デバイスの環境の中の明るさ、光源
、及び／又は光の一様性を検出するための、１つ又は複数の光センサを含む。光の要因に
基づいて、システムは、ローカルな及び／又はサーバに格納されたソフトウェアを活用し
て、表示セクション全体における、又は表示の複数のセクションにおける明るさ、コント
ラスト、及び他の表示の要素を調整する。これらの刺激はまた、表示の表示セクション全
体をオンにするかオフにするか、即ち、いずれかのコンテンツを表示するかどうかを判定
することができる。光の要因に基づいて、システムは、ローカルな及び／又はサーバに格
納されたソフトウェアを活用して、環境的に適切なコンテンツ、例えば、部屋が暗くされ
ている場合は、より心なごむ落ち着いた画像を、部屋が複数の光源を備えて明るい場合は
、より活気にあふれたアクション満載の画像を表示する。
【００１９】
　一実施例において、システムは、ハードウェア表示デバイスの環境の中の音の大きさ、
音源（例えば、人間の声対スピーカ）、及び／又は別個のサウンド・コンテンツ（例えば
、特定の歌、テレビ番組、声のムードなど）を検出するための、１つ又は複数のサウンド
・センサ／マイクロフォンを含む。サウンドの要因に基づいて、システムは、ローカルな
及び／又はサーバに格納されたソフトウェアを活用して、表示セクション全体における、
又は表示の複数のセクションにおける明るさ、コントラスト、及び他の表示の要素を調整
する。これらの刺激はまた、表示セクション全体をオンにするかオフにするか、即ち、い
ずれかのコンテンツを表示するかどうかを判定することができる。システムは、環境的に
適切なコンテンツ、例えば、部屋が静かな場合は、より心なごむ落ち着いた画像を、部屋
が複数の人間の声で満ちている場合は、より活気にあふれたアクション満載の画像を、特
定の歌がステレオでかかっている場合は、状況に応じた適切な画像を表示することができ
る。
【００２０】
　一実施例において、システムは、ハードウェア表示デバイスの環境の中のオブジェクト
の動き、形状、及び／又はサイズを検出するための、１つ又は複数の動きセンサを含む。
動きの要因に基づいて、システムは、ローカルな及び／又はサーバに格納されたソフトウ
ェアを活用して、表示セクション全体における、又は表示の複数のセクションにおける明
るさ、コントラスト、及び他の表示の要素を調整する。これらの刺激はまた、表示セクシ
ョン全体をオンにするかオフにするか、即ち、いずれかのコンテンツを表示するかどうか
を判定することができる。動きの要因に基づいて、システムは、ローカルな及び／又はサ
ーバに格納されたソフトウェアを活用して、環境的に適切なコンテンツ、例えば、環境に
動きがほとんどない、又は全くない場合は、より心なごむ落ち着いた画像を、部屋が複数
の動きの源で満ちている場合は、より活気にあふれたアクション満載の画像を表示する。
【００２１】
　一実施例において、システムは、ハードウェア表示デバイスの環境の中の熱源及び温度
を検出するための、１つ又は複数の熱センサを含む。熱の要因に基づいて、システムは、
ローカルな及び／又はサーバに格納されたソフトウェアを活用して、表示セクション全体
における、又は表示の複数のセクションにおける明るさ、コントラスト、及び他の表示の
要素を調整する。これらの刺激はまた、表示セクション全体をオンにするかオフにするか
、即ち、いずれかのコンテンツを表示するかどうかを判定することができる。熱の要因に
基づいて、システムは、ローカルな及び／又はサーバに格納されたソフトウェアを活用し
て、環境的に適切なコンテンツ、例えば、環境が寒い場合は、より心なごむ落ち着いた画
像を、部屋が暖かい場合は、より活気にあふれたアクション満載の画像を表示する。
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【００２２】
　一実施例において、システムは、見る人が利用するインターネット接続されたアプリケ
ーションに基づいて、ムード、感情、情緒、意図、及び他の人的な特徴を収集し、解釈す
る能力を含む。ソーシャルの要因に基づいて、システムは、ローカルな及び／又はサーバ
に格納されたソフトウェアを活用して、表示セクション全体における、又は表示の複数の
セクションにおける明るさ、コントラスト、及び他の表示の要素を調整する。これらの刺
激はまた、表示セクション全体をオンにするかオフにするか、即ち、いずれかのコンテン
ツを表示するかどうかを判定することができる。システムはまた、環境的に適切なコンテ
ンツ、例えば、見る人が不安を表している場合は、より心なごむ落ち着いた画像を、見る
人が悲しみを表している場合は、より高揚する前向きな画像を表示することができる。
【００２３】
　一実施例において、システムは、ハードウェア表示デバイスの環境の中の接続されたデ
バイスの数を認識し、カウントする能力を含む。デバイスの要因に基づいて、システムは
、ローカルな及び／又はサーバに格納されたソフトウェアを活用して、表示セクション全
体における、又は表示の複数のセクションにおける明るさ、コントラスト、及び他の表示
の要素を調整する。これらの刺激はまた、表示セクション全体をオンにするかオフにする
か、即ち、いずれかのコンテンツを表示するかどうかを判定することができる。システム
はまた、環境的に適切なコンテンツ、例えば、環境の中に１つのデバイスのみが存在する
場合は、より心なごむ落ち着いた画像を、部屋が複数のデバイスを収容する場合は、より
活気にあふれたアクション満載の画像を表示することができる。
【００２４】
　本システム及び方法は、外部刺激に基づいて、画像、ビデオ、その他を提示するための
新しいプラットフォームを作り出す。それは、芸術的であり、装飾的であり、情報的であ
り、且つその他の重要である目的でより優れた仕組みを提示するために、局所的な物理的
な、並びにデジタルの情報を変換する。それは、統合されたシームレスな体験を作り出す
ために、ハードウェアとソフトウェアの両方を組み合わせる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】周囲の状況に基づいて表示を生成するための表示デバイスを含む処理システムの
ブロック図である。
【図２】ネットワーク通信における図１の処理システムのブロック図である。
【図３】表示デバイス処理システムの一実施例のブロック図である。
【図４】ネットワーク通信における処理システムの別の実施例を示す図である。
【図５】少なくとも１つの周囲の状況に基づいて、表示デバイス上に出力表示を生成する
ための方法の一実施例のステップの流れ図である。
【図６】少なくとも１つの周囲の状況に基づいて出力を提供する、表示デバイスの実施例
の典型的な表示を示す図である。
【図７】少なくとも１つの周囲の状況に基づいて出力を提供する、表示デバイスの実施例
の典型的な表示を示す図である。
【図８】少なくとも１つの周囲の状況に基づいて出力を提供する、表示デバイスの実施例
の典型的な表示を示す図である。
【図９】少なくとも１つの周囲の状況に基づいて出力を提供する、表示デバイスの実施例
の典型的な表示を示す図である。
【図１０】周囲の状況の要素を判定するデータ・フロー図である。
【図１１】コンテンツ選択アルゴリズムの一実施例のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　開示される技術のよりよい理解は、図面及び添付の特許請求の範囲と併せて、以下の好
ましい実施例の詳細な説明から得られるであろう。
【００２７】
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　開示される技術の実施例は、表示デバイスに対する周囲の状況を検出すること、周囲の
状況を補完する出力を判定すること、且つそれに基づいて、表示デバイス上に出力を生成
することを提供する。
【００２８】
　図１は、処理デバイス１０２と、環境センサ１０４と、データベース１０６と、ディス
プレイ１０８と、スピーカ１１０とを含む、システム１００を示す。本技術分野で知られ
ている数多くの要素、例えば、電源又は接続コンポーネントが、もっぱらわかりやすさを
目的とするために省略されていることが当業者によって認識される。
【００２９】
　システム１００のこの実施例において、処理デバイス１０２は、実行可能な命令に応答
するなどして処理動作を実施するように動作する、任意の好適なタイプの処理デバイスで
あってよい。実行可能な命令は、本明細書には明確には示されていないコンピュータ可読
媒体上に格納されることができる。処理デバイスは、スタンド・アロンの処理コンポーネ
ントであってもよいし、又は、動作が分散型の処理環境において実施されてもよい。示し
た処理デバイス１０２は、本明細書で説明するように処理動作を実施するための、１つ又
は複数の物理的なコンポーネントを表現している。
【００３０】
　センサ１０４は、周囲の状況の検出を可能にする任意の好適なタイプのセンサであって
よい。以下で更に詳細に説明するように、異なるセンサが、異なる周囲の状況の検出を提
供する。例えば、環境センサは、限定はしないが、カメラ、動き検出器、光検出器、オー
ディオ検出器及び／又はマイクロフォン、熱センサ、無線信号検出器、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）信号検出器、近接検出及び／又はジェスチャ・ベースの制御のための電界
センサ、周囲光検出及び／又は近接検出及び／又はジェスチャ・ベースの制御のための赤
外線ベースのセンサ、近接検出及び／又はジェスチャ・ベースの制御のための超音波トラ
ンスデューサ、地理空間センサ及び／又は全地球測位センサを含むことができる。
【００３１】
　データベース１０６は、コンテンツをその中に格納することが可能な、１つ又は複数の
任意の好適なメモリ・ストレージ・デバイスであってよい。図１に例証されるところでは
、データベース１０６は、処理システムに組み込まれる、又は搭載されるなどして、処理
デバイス１０２に直接接続されている。そのような図示は特に限定するものではなく、デ
ータベース１０６は、有線若しくは無線接続を介するなど代替の手段を介して接続されて
もよいし、ポータル若しくは周辺接続の差し込み口を介して接続されたメモリ・デバイス
であっても、有線若しくは無線接続を介してアクセス可能なローカルなデータ・ストレー
ジ・デバイスなどであっても、又は別の実施例においては、処理デバイス１０２と通信可
能なスマートフォン、タブレット・コンピュータ、ラップトップ・コンピュータなどの別
の処理デバイスに関連付けられた、若しくはその内部のストレージ・デバイスであっても
よい。例えば、ストレージ１０６は、処理デバイスがアクセスしてそこからコンテンツを
取り出すことができるように、ある人のモバイル・デバイスに格納された、画像、オーデ
ィオ・ファイル、ムービー・ファイルなどのコンテンツを含むことができる。
【００３２】
　表示デバイス１０８は、限定はしないが、既知の表示技術と矛盾しないフラット・スク
リーン・テレビ又はディスプレイを含む、任意の好適な表示デバイスであってよい。表示
デバイス１０８はまた、関連付けた処理デバイス１０２を有する電子ピクチャ・フレーム
などの、より小さなピクチャ・フレームであってもよい。
【００３３】
　スピーカ１１０は、当業者によって認識される、任意の好適なスピーカ及び／又はオー
ディオ出力システムであってよい。スピーカ１１０は、オーディオ・システムの一部であ
ってもよいし、ディスプレイ１０８に関連付けられた組み込み式のスピーカであってもよ
い。
【００３４】
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　一実施例において、以下で更に詳細に説明するように、システム１００は、その中に配
置したさまざまな要素を有する集中筐体（central housing）を含むことができる。更な
る実施例においては、センサ１０４、データベース１０６、プロセッサ１０２、スピーカ
１１０、及び／又はディスプレイ１０８を含む異なるコンポーネントが、システム１００
の外部にあって、有線若しくは無線接続を介して関わっていてよい。例えば、処理デバイ
ス１０２の機能は、無線周辺接続デバイスを介して、ディスプレイ１０８への出力機能を
備えるリモート・プロセッサの中に配置されてもよい。
【００３５】
　システム１００において、センサ１０４は、周囲の状況を検出するように動作する。周
囲の状況は、センサ及び／又はディスプレイ１０８に対する環境の状況に広くかかわる。
周囲の状況は、１つ又は複数のセンサによって測定され得る、任意の適切な状況を含むこ
とができる。例えば、周囲の状況は、部屋の中にいる人々の数、及びそれらの人々のアク
ティビティ・レベルであってよい。これは、カメラ又は動き検出器と組み合わせたカメラ
を使用して判定され得る。これはまた、いくつかの異なる声を判定するための、マイクロ
フォン又は他のオーディオ検出デバイスを使用して判定され得る。
【００３６】
　周囲の状況の検出に基づいて、その中の処理デバイス１０２は、周囲の状況の要素を判
定するための処理動作を実施する。これらの周囲の状況の要素は、ディスプレイ１０８に
対するアクティビティ又は状況の推定を表現している。
【００３７】
　環境センサ１０４は、周囲の状況を検出することに基づいて、周囲の要素を判定するた
めの入力を提供する。周囲の状況の要素の実例には、限定はしないが、見る人の数、見る
人のアイデンティティ、見る人の近接性、見る人の動き、見る人のジェスチャ、見る人の
ムード、人間のサウンド、周囲のサウンド、音楽的サウンド、光量、光源、光の方向、局
所的な温度、地理的ロケーションなどが含まれる。
【００３８】
　周囲の状況の要素のそれぞれは、周囲の状況を検出する、上で規定されたセンサのうち
の１つ又は複数によって通知されることができる。周囲の状況の要素の判定は、周囲の状
況の分析に基づくことができる。
【００３９】
　例えば、周囲の状況の要素は、周囲の状況の定義を判定する出力値の範囲を有すること
ができる。見る人の数についての例示的な値の範囲は、「１」、「２」、「３」、「４」
、「５」、「６」、「７」、「８」、及び「９以上」という出力値を含むことができる。
見る人のアイデンティティについての例示的な値の範囲は、「所有者Ｎｏ．１」、「所有
者Ｎｏ．２」、「所有者Ｎｏ．３」、「所有者Ｎｏ．４」、「所有者Ｎｏ．５」、「所有
者Ｎｏ．６」、「所有者Ｎｏ．ｎ＋Ｎｏ．ｎ」、「複数の所有者」、「ゲストＮｏ．１」
、「ゲストＮｏ．２」、「複数のゲスト」、及び「所有者＋ゲスト」という出力値を含む
ことができる。見る人の動きの周囲の要素についての例示的な値の範囲は、「なし」、「
軽い」、「中くらい」、及び「激しい動き」という出力値を含むことができる。光量の周
囲の要素についての例示的な値の範囲は、「なし」、「非常に小さい」、「小さい」、「
中くらい」、「大きい」、及び「非常に大きい」という出力値を含むことができる。音楽
的サウンドについての例示的な値の範囲は、「なし」、及び「不明」、「認識された歌が
マッチ」（recognized song match）という出力値を含むことができる。さまざまな実施
例及び環境センサ１０４の組合せによって通知される、数多くの他の潜在的な周囲の状況
及び関連付けられた周囲の状況の要素の値の範囲が存在する。
【００４０】
　これらの周囲の状況の要素に基づいて、その中の処理デバイスは、周囲の状況を推定す
る。周囲の状況のそれぞれは、１つ又は複数の周囲の要素の値の範囲によって通知されて
よい。周囲の状況の実例「所有者のデフォルト・対話中」（owner default interacting
）は、周囲の要素「見る人の数」、「見る人のアイデンティティ」、「見る人の近接性」
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、「見る人のジェスチャ」、及び潜在的にはそれ以上の周囲の要素によって通知されるだ
ろう。周囲の状況の実例「多様な人々のデフォルト・パーティ進行中」（mixed default 
party active）は、周囲の要素「見る人の数」、「見る人のアイデンティティ」、「見る
人の近接性」、「見る人の動き」、「見る人のジェスチャ」、及び潜在的にはそれ以上の
周囲の要素によって通知されるだろう。周囲の状況の実例「所有者のムードが前向き」（
owner mood positive）は、周囲の要素「見る人の数」、「見る人のアイデンティティ」
、「見る人の近接性」、「見る人のジェスチャ」、「見る人のムード」、及び潜在的には
それ以上の周囲の要素によって通知されるだろう。周囲の状況の実例「２人の所有者・認
識する歌」（two owners recognized song）は、周囲の要素「見る人の数」、「見る人の
アイデンティティ」、「見る人の近接性」、「見る人のジェスチャ」、「音楽的サウンド
」、及び潜在的にはそれ以上の周囲の要素によって通知されるだろう。周囲の状況の実例
「多様な所有者・ニューヨークでの冬の夜」（mixed owner winter night in New York）
は、周囲の要素「見る人の数」、「見る人のアイデンティティ」、「見る人の近接性」、
「見る人のジェスチャ」、「光量」、「光源」、「局所的な温度」、「地理的ロケーショ
ン」、及び潜在的にはそれ以上の周囲の要素によって通知されるだろう。さまざまな実施
例及びセンサ１０４の組合せによって通知される関連する周囲の要素によって通知される
、数多くの他の潜在的な周囲の状況が存在する。
【００４１】
　上の実例において、部屋にいる大勢の個人及び大きい周囲の雑音によって、処理デバイ
スは、部屋でのソーシャルな集まり、例えば、多様な人々のデフォルト・パーティ進行中
（mixed default party active）が存在することを推定することができる。したがって、
処理デバイスは、その動作ルーチンを介して、この場合はデータベース１０６に格納され
た画像の一選択であってよい、推定された周囲の状況と矛盾しないビデオ表示コンテンツ
を取り出す。一実施例において、ユーザは、判定された周囲の状況に基づいた選択に使用
できるタグ又は他の識別子を含むデータベース１０６内の画像を、あらかじめロードして
おくことができる。
【００４２】
　センサ１０４及び周囲の状況を伴う更なる実施例を含む更なる例示的な実施例が、本明
細書で説明されることに留意されたい。
【００４３】
　図１がすべてを含んだシステム１００を示すのに対し、図２は、ネットワーク化された
接続を有するシステム１００を示す。図２において、システム１００は、インターネット
などのネットワーク化された接続１２４を介して、サーバ１２２と通信するための無線送
信機１２０を含む。サーバ１２２は、ネットワーク・データベース１２６に接続されてい
る。
【００４４】
　図２の接続は、送信機／受信機１２０を介した無線として示されているが、ルータへの
有線接続は、本システム及び方法の範囲内であることが認識される。更に、インターネッ
ト・ベースの接続のルーティングは、ローカルな無線ルータ、基地局、プライベート・ネ
ットワーク、又は任意の他の好適な手段の間にあり得るので、図２の接続は、システム１
００からの直接接続に特に制限されるものでない。
【００４５】
　サーバ１２２は、ネットワーク化された接続を介してアクセス可能な、任意の好適なネ
ットワーク・ベースの処理システムであってよい。そのような接続は、当業者によって認
識される技法と矛盾しないログイン又は認証動作を含むことができる。サーバ１２２は、
サーバ１２２に関連付けられたプロセッサに処理動作をさせるように、処理デバイス１０
２に関して上で説明した機能を含むことができる。サーバ１２２は、集中型又は分散型の
処理環境における１つ若しくは複数の処理デバイスを含むことができる。
【００４６】
　データベース１２６は、ネットワーク化された接続を介してアクセス可能な、１つ又は
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複数のデータ・ストレージ・デバイスであってよい。データベース１２６は、特定のユー
ザに関連付けられたデータ・ストレージを含んでよく、又は別の実施例においては、１つ
若しくは複数の汎用のコンテンツ・データベースであってもよい。図１では、ディスプレ
イ１０８及び／又はスピーカ１１０を介した出力のためのコンテンツが、ローカルなスト
レージ１０６から取り出されるが、ネットワーク・ストレージ１２６は、コンテンツのよ
り大きなライブラリを含むことができる。そのようなコンテンツは、ユーザ固有であって
もよいし、又は、スポンサー付き若しくは方向付けされたコンテンツであってもよい。例
えば、周囲の状況がソーシャルな集まりを示す場合、表示コンテンツは、来るべきフェス
ティバル、コンサート、イベント、その他についての広告を含むことができる。
【００４７】
　コンテンツはまた、コンテンツに関連付けられたタグ又はメタデータを介して取り出さ
れるコンテンツなどの、パブリック・ソースからであってもよい。例えば、コンテンツは
、写真共有ウェブサイト又はネットワークから取り出された画像であってよく、オーディ
オは、ストリーミング・オーディオ・サービスから取り出されてもよい。
【００４８】
　図２は、図１のディスプレイ１０８上に表示するために選択され利用可能なコンテンツ
について拡張するために、表示システム１００がネットワーク双方向性を利用する実施例
を示している。
【００４９】
　図１のシステム１００が１つのセンサ１０４を示すのに対し、図３は、Ｎ個のセンサを
有する別の実施例を示しており、ここで、Ｎは、整数値である。図３のシステム１４０は
、プロセッサ１０２と、データベース１０６と、ディスプレイ１０８と、スピーカ１１０
と、センサ１４２、１４４、及び１４６とを含む。
【００５０】
　上で触れたように、センサ１４２、１４４、及び／又は１４６は、周囲の状況を検出す
るのに使用できる任意の好適なセンサであってよい。複数のセンサ１４２～１４６を有す
るプロセッサ１０２は、周囲の状況の検出の精度を高めるために、センサ・データを編集
するように更に動作する。上の実例において、センサ１４２は、部屋にいる５人の別々の
個人を検出するカメラであってよく、センサ１４４は、ボリューム・レベルを検出するた
めのマイクロフォンであってよい。センサ１４６は、いくつかの接続されたデバイスを検
出し、接続されたデバイスに基づいて部屋にいる人々のアイデンティティ情報を判定する
ための無線センサであってよい。
【００５１】
　この例示的な実施例において、接続されたデバイスは、スマートフォンを介してアクセ
ス可能なソーシャル・ネットワーキング・アプリケーションを有する、スマートフォンで
あってよい。センサ１４６は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）信号を生成するスマート
フォン、又はローカルな無線ルータとの無線接続を求めるデバイスに基づいて、そのスマ
ートフォンの存在を検出することができる。適正な許可に基づいて、センサ１４６は、ソ
ーシャル・ネットワーキング・サイト上のユーザのアイデンティティと、ソーシャル・ネ
ットワーク・サイト上で利用可能であり得るアクセス情報をその中で判定することができ
る。１つの実例は、ユーザがサイト上で共有している写真又はステータス更新にアクセス
することであり得る。別の実例は、周囲の状況として含まれる任意の最近の投稿に基づい
て、ユーザのムードを検出することであり得る。
【００５２】
　図４は、ソーシャル・ネットワークを介してコンテンツにアクセスするためのシステム
の一実施例を示す。ネットワーク１２４を介してコンテンツ・サーバ１２２とコンテンツ
・データベース１２６とにアクセスするシステム１００に加えて、図４は、それに関連付
けられたコンテンツ・データベース１６２を有するソーシャル・ネットワーク１６０を含
む。
【００５３】
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　ソーシャル・ネットワーク１６０は、任意の好適なウェブ・ベースのソーシャル・ネッ
トワーキング・システム又はコンテンツ分散システムであってよい。ネットワーク１６０
は、例として、ユーザがブログ又は他のコンテンツを配信する場合に、ユーザがニュース
・フィードに画像を投稿する、及び／又はステータス更新するソーシャル・ウェブサイト
を含むことができ、ユーザがショート・メッセージを配信するシステムを含むことができ
、ユーザが画像のみをサブミットし、配信するシステムを含むことができる。ネットワー
ク１６０は、それに関連付けられたコンテンツを有し、一般的には、ユーザ又はタグ付け
されたコンテンツに関連付けられたデータベース１６２を含む。例えば、ユーザがネット
ワーク・サイト上でプロフィールを有する場合に、データベース１６２は、プロフィール
に関連付けられたコンテンツを含む。
【００５４】
　ユーザから、又は許可のレベルに基づいて、コンテンツに対する許可が利用可能である
場合、システム１００は、表示のためのコンテンツにその中でアクセスし、取り出すこと
ができる。別の実施例において、１つ又は複数のセンサに基づいてユーザの知識を有する
システム１００は、ソーシャル・ネットワーク・コンテンツを別の形として使用して、周
囲の状況の要素を判定することができる。例えば、センサとしてのカメラが、顔認識を用
いてシステム１００の所有者などのユーザを認識し、ソーシャル・ネットワークにアクセ
スするための許可を含む場合、処理デバイス１０２は、周囲の状況の要素としてのステー
タス情報を入手することができる。例えば、ユーザが最近婚約したことを示すステータス
を更新した場合、これは、それにより、ビジュアル表示コンテンツは、ウェディングの興
味に関係するコンテンツを含むことができる、周囲の状況となることができる。
【００５５】
　システム１００の処理１０２は、１つ又は複数の処理デバイスによって実施される機能
を含む。図５は、図１～図４の物理的な電子処理デバイスによって実施されるときの、方
法論の一実施例のステップを示す。
【００５６】
　本方法において、第１のステップ、ステップ１８０は、環境センサを使用して周囲の状
況を検出するステップである。これは、上で説明したようなセンサ１０４を含むことがで
きる。同様に、環境センサは、図４のネットワーク化された通信などの利用可能なソース
を介して情報を入手する際に、プロセッサ１０２によって実施される処理動作を含むこと
ができる。
【００５７】
　次のステップ、ステップ１８２は、周囲の状況を判定するために周囲の状況の要素を分
析するステップである。周囲の要素の実例には、限定はしないが、見る人の数、見る人の
アイデンティティ、見る人の近接性、見る人の動き、見る人のジェスチャ、見る人のムー
ド、人間のサウンド、周囲のサウンド、音楽的サウンド、光量、光源、光の方向、局所的
な温度、地理的ロケーション、その他が含まれる。周囲の要素のそれぞれは、上で規定し
たセンサのうちの１つ又は複数によって通知することができる。これらの周囲の状況の要
素に基づいて、その中の処理デバイスは、周囲の状況を推定する。周囲の状況のそれぞれ
は、１つ又は複数の周囲の要素の値の範囲によって通知されてよい。
【００５８】
　ステップ１８４は、周囲の状況の要素を使用して、少なくとも１つのビジュアル・コン
テンツ・データベースからビジュアル表示コンテンツを取り出すステップである。上で説
明したように、ビジュアル・コンテンツ・データベースは、ローカルなデータベース１０
６であってもよいし、ネットワークにアクセス可能なデータベース１２６であることがで
きる。コンテンツは、画像、ビデオ、広告、テキスト、オーディオ、又は任意の他の好適
なコンテンツであることができる。コンテンツは、自動又は手動のいずれかで、適当な周
囲の状況のタグでタグ付けされる。判定された周囲の状況との周囲の状況のタグのマッチ
ングに基づいて、コンテンツが表示のために選択される。
【００５９】
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　ステップ１８６は、出力表示が周囲の状況を賞賛するように、ビジュアル表示コンテン
ツを表示デバイスに提供するステップである。例えば、図１を参照すると、スピーカ１１
０を介したオーディオを含むことができる出力が、表示装置１０８上に表示される。部屋
に１人の人がいて、その部屋が暗く、移動が全くない又はほとんどないことを、周囲の状
況が検出した場合、出力表示は、実例として、その画像に関連付けられた柔らかな音楽を
伴う、心なごむ画像であってよい。
【００６０】
　図６は、先に触れたセンサ１４２、１４４、及び１４６などの複数のセンサを含む表示
デバイスのグラフィカル表示を示す。更なるセンサも、本表示デバイスの範囲内である。
デバイスは、インターネット１２４を介してサーバ１２２に接続するための無線コネクタ
を更に含む。この実施例において、サーバ１２２は、センサ１４２、１４４、及び／又は
１４６の入力に基づいて、データベース１２６からのコンテンツを判定するための処理動
作を実施する。この実施例において、センサは、わずかな移動しか検出せず、したがって
、山岳風景の心なごむ画像を提案することができる。
【００６１】
　別の実施例は、ハードウェアの環境の中の刺激から、明るさ、光源、及び／又は光の一
様性を検出するなどの、光センサを使用することである。光の要素に基づいて、システム
は、ローカルな及び／又はサーバに格納されたソフトウェアを活用して、表示全体におけ
る明るさ、コントラスト、及び他の表示の要素を調整する。
【００６２】
　センサ・データの別の実施例は、環境の中でオブジェクトの動き、形状、及び／又はサ
イズを検出するための動き検出に関する。動きの要素に基づいて、システムは、ローカル
な及び／又はサーバに格納されたソフトウェアを活用して、環境的に適切なコンテンツ、
例えば、環境が動きをほとんど持たない、又は全く持たない場合は、より心なごむ落ち着
いた画像を、部屋が複数の動きの源で満ちている場合は、より活気にあふれたアクション
満載の画像を表示する。
【００６３】
　図７は、熱ベースの環境刺激に応答して、デジタル・ビジュアル・コンテンツを表示す
るためのインテリジェントなシステムのビジュアル表現である。このシナリオにおいて、
システムは、ハードウェアの環境の中で熱源及び温度を検出するための１つ又は複数の熱
センサを含む。熱の要素に基づいて、システムは、ローカルな及び／又はサーバに格納さ
れたソフトウェアを活用して、表示全体における明るさ、コントラスト、及び他の表示の
要素を調整する。
【００６４】
　図６は、ムード・ベースの環境刺激、即ち、見る人に関連付けられたデジタル・フット
プリントに応答して、デジタル・ビジュアル・コンテンツを表示するためのインテリジェ
ントなシステムのビジュアル表現である。このシナリオにおいて、システムは、見る人が
利用するインターネット接続されたアプリケーション、例えば、上で説明したようなソー
シャル・メディア・ソフトウェアに基づいて、ムード、感情、情緒、意図、及び他の人的
な特徴を収集し、解釈する能力を含む。
【００６５】
　ソーシャルな要素に基づいて、システムは、ローカルな及び／又はサーバに格納された
ソフトウェアを活用して、表示全体における明るさ、コントラスト、及び他の表示の要素
を調整する。システムは、ソーシャルな要素に基づいて、ローカルな及び／又はサーバに
格納されたソフトウェアの活用に対して、環境的に適切なコンテンツ、例えば、見る人が
不安を表している場合は、より心なごむ落ち着いた画像を、見る人が悲しみを表している
場合は、より高揚する前向きな画像などを表示するように、更に動作する。同様に、シス
テムは、利用可能なソーシャル・メディア・コンテンツに基づいて、表示のためのコンテ
ンツを入手することができる。
【００６６】
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　図９は、複数のデバイス、即ち、インターネット接続された刺激に応答して、デジタル
・ビジュアル・コンテンツを表示するためのインテリジェントなシステムのビジュアル表
現である。このシナリオにおいて、システムは、環境の中で接続されたデバイスの数を認
識し、カウントする能力を含む。これらのデバイスに基づいて、システムは、環境におけ
る個人の数、ソーシャル・メディアなどを介したユーザのムード、又はコンテンツを選択
するために使用できる他の要素などの、環境の状況を判定することができる。
【００６７】
　図１０は、環境センサによって検出される周囲の状況によって判定される周囲の状況の
要素に基づいた、ビジュアル表示コンテンツの選択の複数の実施例を示すデータ・フロー
図である。データ・フロー図は、複数の実施例を示しており、ここで、これらの実施例は
、本質的に例証であって、範囲を限定するものではないことが認識される。図１０の実例
では、カメラ、動き、サウンド、無線、熱、及び電界の、６つの例示的な環境センサ２０
２が存在する。センサの他の実例には、限定はしないが、光センサ、赤外線、超音波、地
理空間、及びインターネット・センサが含まれる。
【００６８】
　環境センサ２０２は、センサ技術を使用して、周囲の状況を検出する。図１０のデータ
・フロー図は、周囲の状況の要素２０６に関係する周囲の状況２０４の複数の実施例を示
す。図１０は、例示的な周囲の状況２０４、即ち、見る人の数、見る人のアイデンティテ
ィ、見る人の近接性、見る人の動き、見る人のムード、及び周囲のサウンドを示す。他の
例示的な周囲の状況には、限定はしないが、見る人のジェスチャ、人間のサウンド、音楽
的サウンド、光量、光源、光の方向、局所的な温度、及び地理的ロケーションが含まれる
。
【００６９】
　これらの周囲の状況２０４に基づいて、データは、ビジュアル表示コンテンツの取り出
しに使用できる１つ又は複数の周囲の状況の要素２０６へと流れる。周囲の状況の要素２
０６には、限定はしないが、所有者のデフォルト（owner default）、所有者のデフォル
ト・対話中（owner default interacting）、２人の所有者のデフォルト（two owner def
ault）、多様な所有者のデフォルト（mixed owner default）、多様なデフォルト・小さ
な集まり（mixed default small gathering）、多様なデフォルト・パーティ進行中（mix
ed default party active）が含まれる。他の実例には、限定はしないが、デフォルトの
状況（default condition）、所有者のムードが前向き（owner mood positive）、所有者
のムードが悲観的（owner mood negative）、２人の所有者・認識された歌（two owners 
recognized song）、多様な所有者・ニューヨークでの冬の夜（mixed owner winter nigh
t in New York）、その他が含まれる。
【００７０】
　周囲の状況の要素２０６は次いで、データ・フロー図に記されたように、コンテンツ選
択アルゴリズム２０８によって使用できる。
【００７１】
　図１０に示す例示的な一実施例は、（ａ）見る人の数、（ｂ）見る人のアイデンティテ
ィ、（ｃ）見る人の近接性、及び（ｄ）見る人の動き、の４つの周囲の状況を検出する動
きセンサを含む。電界センサは、（ａ）見る人の数、及び（ｂ）見る人のアイデンティテ
ィを検出する。周囲の状況は次いで、「２人の所有者のデフォルト」という周囲の状況の
要素が（ａ）見る人の数、（ｂ）見る人のアイデンティティ、及び（ｃ）見る人の近接性
、という周囲の状況に基づくような、周囲の状況の要素の判定に使用できる。
【００７２】
　図１１は、図１０のコンテンツ選択アルゴリズム２０８の一実施例を示す。コンテンツ
選択アルゴリズムは、複数のコンテンツ項目２２２、２２４、及び２２６を例として含む
、コンテンツ・データベース２２０で動作する。コンテンツ項目は、表示デバイス上に表
示するためのオーディオ及び／又はビデオ出力を含むことができる。例えば、コンテンツ
項目は、センサによって認められた部屋の周囲の状況を賞賛するための、画像及び音楽で



(16) JP 6698544 B2 2020.5.27

10

20

30

40

あってよい。
【００７３】
　コンテンツそれ自体は、コンテンツ選択に使用できるタグ付け情報を含む。この実例に
おいて、コンテンツ１　２２２は、周囲の状況のタグ付け１、２、及び３を含む。コンテ
ンツ２２２が、指定された周囲の状況の要素のために使用できるように、タグは、図５の
周囲の状況２０６と関係している。例えば、コンテンツ１　２２２は、所有者のデフォル
ト（owner default）、２人の所有者のデフォルト（two owner default）、及び多様のデ
フォルト・小さな集まり（mixed default small gathering）のために使用できるように
指定されてよい。
【００７４】
　コンテンツ選択演算器２３０は、周囲の状況２０４に基づいた周囲の状況の要素２０６
を受信した。コンテンツ選択演算器２３０は、コンテンツ・データベース２２０と連携し
て要素２０６を使用して、適当なコンテンツ２２２、２２４、及び／又は２２６を取り出
す。このコンテンツを受信すると、周囲の賞賛コンテンツ２３２が、上述の表示デバイス
への出力としてその中で提供される。
【００７５】
　デジタル・ビジュアル・コンテンツをインテリジェントに受信し、表示するためのシス
テムは、環境的に最適化された、適切なやり方でデジタル・ビジュアル・コンテンツを提
示するために、ハードウェア・センサ及びソフトウェア・ソースのうちの１つ又は複数を
介して提示された情報を、任意の順列及び組合せで組み合わせる能力を有する。
【００７６】
　デジタル・ビジュアル・コンテンツをインテリジェントに受信し、表示するためのシス
テムは、環境的に最適化された、適切なやり方でデジタル・ビジュアル・コンテンツを提
示する。それは、外部刺激に基づいて、画像、ビデオ、その他を提示するための新しいプ
ラットフォームを作り出す。それは、芸術的であり、装飾的であり、情報的であり、且つ
その他の重要である目的でより優れた仕組みを提示するために、局所的な物理的な、並び
にデジタルの情報を変換する。
【００７７】
　図１から図１１は、本発明の解説を考慮に入れる概念的な例証である。説明した、又は
例証した要素のうちのいくつか又は全部の入れ換えを通して他の実施例が可能であり、と
りわけ、上の図面及び実例は、本発明の範囲を単一の実施例に限定するようには意味して
いない。その上、本発明のある一定の要素が、既知のコンポーネントを使用して部分的に
又は完全に実装することができる場合、そのような既知のコンポーネントのうちの、本発
明の理解に必要である一部のみが説明されており、そのような既知のコンポーネントのう
ちの他の部分の詳細な説明は、本発明を不明瞭にしないように省略されている。本明細書
で別段明白に述べられない限り、本明細書において、単数形のコンポーネントを示す実施
例は、複数の同じコンポーネントを含む他の実施例に必ずしも限定されるべきでなく、逆
もまた然りである。その上、そのように明白に記述されない限り、出願人は、本明細書又
は特許請求の範囲内のいかなる用語も、一般的ではない、又は特殊な意味であるとみなさ
れることを意図しない。更に、本発明は、例証として本明細書で言及した既知のコンポー
ネントの、現在及び将来の知られた等価物を包含する。
【００７８】
　個別の実施例の上述した説明は、（本明細書で参照により引用され、組み入れられた文
献の内容を含む）当技術分野内の知識を適用することによって、必要以上の実験をせず、
本発明の広い概念から逸脱せずに、他者が、そのような個別の実施例をさまざまな応用に
容易に変更する、及び／又は適応することができるように、本発明の一般的な本質を十分
に明らかにしている。そのような適応及び変更は、したがって、本明細書で提示した教示
及び手引きに基づいて、開示した実施例の等価物の意味及び範囲内にあることを意図する
。
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